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A  は じ め に  
 今、ベトナムで都市交通や生活関連インフラ事業が沸騰

している。ベトナム初の地下鉄工事を日本企業が受注し 

ホーチミン市のど真ん中で大工事が行われている。 

遺跡建物の下を通る工事のために日本のシールド工

法が評価され受注したと 3 か月ほど前に TV が報じて

いた。その直後に運よくベトナムのニャチャンさんが 

9 月の異文化コミュニケーションの講師を引き受けて

くれた。講演の下打ち合わせをした際に日本とベトナムと

の繋がりについても話してほしいと言ったところ、ご朱印

船や 2 万ドン紙幣に日本橋が描かれていることからマン

ガ、カラオケなど今の話題まで話が尽きなかった。 

ベトナムと日本の結びつきがいかに強かったかを思い知

らされました。なお、日本企業がベトナムに貢献しているインフラ事業を参考までに下記しておきます 

東芝が水力発電 4 基 26 万 KW。ヤマトが 9 月からクール宅急便を開始、ホーチミン市内からスタートし

て 2019 年にハノイ市内へ事業を広げる。神鋼環境が排水設備を受注。東急電鉄が「東急多摩田園都市」

などのノウハウを活かした「まちづくり」を輸出など。          （和田 幸夫 記） 

Ｂ 今月の国際理解講座 
日時 ２０１７年９月２１日（第３木曜日）１８：３０～２０：３０ 国際交流会館１階ホール 
演題 異文化コミュニケーション 
内容 「ベトナムに見る日本」他、ベトナムの諸事情について 
講師 Tran Ngo Nha Trang（チャン・ゴ・ニャチャン） 通称 ニャチャンさん 

一橋大学・言語社会研究科の修士 1 年生 

ベトナムの中部にある海のきれいなダナン出身。大学時代は日本語専攻コースに参加し、卒業後

母校のダナン外国語大学で日本語の教師を勤めた。日本のことが好きで、これからもっとベトナ

ム人に日本語、日本文化を伝えるよう、日々自分の専門知識及び日本についての知識を深めよう

と頑張っているし、又機会があれば日本人にベトナム紹介をしていきたいと願っているそうです。 

１０月の国際理解講座 
 日時 ２０１７年１０月１９日（第３木曜日）１８：３０～２０：３０ 国際交流会館１階ホール 
 演題 異文化コミュニケーション 
 内容 トルコの歴史、文化、諸事情について 
講師 アスラン・エミン・クルシャット( Emin Kursat ASLAN）さん  一橋大学・経済学部 1 年生 

一橋大学では体育会剣道部と国際部ディベートセクションに所属。趣味はほぼ毎日自炊している

ほどの料理好き。日本だけでなく、東アジア全体に興味を持ち、6ヶ月間中国に留学したことが

ある。 
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